
  【別紙様式２】 

令和３年度 がん教育総合支援事業 「がん教育外部講師派遣」 報告書 

   学校等名    長崎市立西坂小学校                担当者名   原  祐里    

電   話     095-823-2684            Ｆ Ａ Ｘ     095-826-6611   

実施日 令和３年１２月  １日（水）   １３：００  ～  １６：００          

場 所 長崎市立西坂小学校 体育館 

講座名 講演会 「ガンの授業」 

講  師       林 靖之       氏   （ がん専門医 ・ 医療関係者 ・ がん経験者等 ）    

近隣校への

案内 

案内先：長崎中学校，桜町小学校，上長崎小学校 

                                             計  ３ 校 

参加者 

児童・生徒 

   学年 

（ ３６ ）人 

学校職員 

 

（ ７ ）人 

保護者 

 

（ １９ ）人 

他校職員等 

 

（  １ ）人 

その他 

（                    ） 

（   ６３ ）人 

テーマと 

  内 容 

テーマ「がんの授業」 

・遺伝子から考える－自分は、世界に一人だけの大切な存在であることを忘れない 

・がんの学習は、あなたや大切な家族の命を守ることにつながる 

・がん発生のメカニズムとがん治療の現状を知る 

＜当日の様子＞ ＊事業の様子等を必ず画像で添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【講師による講話】                 【児童からの質疑応答】  

＜講師からの指導や助言・成果＞  

・がん細胞は新陳代謝の中で突然変異として発生するが、免疫機能の低下などによって、進行

していく。誰にでもがんになる可能性がある。生活習慣を改善することによって予防できる場

合がある。早期発見をすることが、がんの治療につながるので、定期検診を受けることが大

切である。 

・がんの治療には、手術や薬、放射線治療などの他に、最近、新たな治療法が開発されてい

る。医療が日々進歩している。子どもたちは、いま、自分ができることに一生懸命取り組んで

ほしい。 

・事後アンケートにより、がんへの正しい理解が深まったと感じている。  

＜今後の取組及び課題＞ ＊今後のがん教育の充実に向けての活用等 

・文部科学省発行「小学校版 がん教育プログラム」を基に、今後もがんについて子どもたちと

共に考える時間を設定していく予定である。その中で、自分や家族、周りの友達との関わり方や

命を大切にする態度を育てていきたい。  

 


